
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様

方
に
は
、
輝
か
し
い
令
和
4
年

の
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　い
ま
だ
に
収
束
の
見
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

　本
年
も
町
民
の
皆
様
方
か
ら

の
ご
意
見
を
丁
寧
に
伺
い
、
本

町
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
行
政

側
と
活
発
な
議
論
を
進
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令和４年２月１日

P.２ 特集　新成人との座談会
P.４ 小学６年生　議会を見学
P.10 一般質問
P.19 第７回臨時会
P.22 追跡リポート 裏表紙にインタビュー記事があります

初
生
け
会

生け花教室 「京の会」生け花教室 「京の会」生け花教室 「京の会」
みやこみやこ

一
輪
の
花
に
託
す

た
く

3月1日㈫から
3月16日㈬まで

午前10時～

　ライブ中継と録画を動
画サイト「YouTube
（ユーチューブ）」にて、
配信しています。右記の
QRコードよりご覧にな
れます。

「
京
の
会
」
会
長

鈴
木 

久
美
子 

さ
ん

（
山
崎
）

ど
の
ぐ
ら
い
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

　約
40
年
前
に
愛
好
会
と
し
て

活
動
が
始
ま
り
、﹃
京
の
会
﹄

と
し
て
約
30
年
に
な
り
ま
す
。

生
け
花
教
室
の
魅
力
は
。

　会
員
同
士
と
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
草
木
を
通
し
て
四
季

を
感
じ
集
中
し
て
自
身
と
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

長
年
続
い
て
い
る
秘
訣
は
。

　笑
顔
の
中
に
も
厳
し
く
、
し

っ
か
り
ご
指
導
い
た
だ
け
る
先

生
の
下
、
集
う
楽
し
み
が
あ
り
、

お
花
を
通
し
、
心
が
癒
さ
れ
、

世
代
を
問
わ
ず
和
気
あ
い
あ
い

と
生
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

今
後
の
目
標
は
。

　室
町
時
代
か
ら
続
く
生
け
花

﹁
池
坊
﹂
を
武
田
華
陽
社
中
展

を
通
じ
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
日
本
古
来
伝
統
文
化
に
触
れ

て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

最
後
に
一
言
。

　地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　生
け
花
伝
統
文
化
を
継
承
し
、

日
々
の
お
稽
古
に
励
み
、
今
後

と
も
精
進
い
た
し
ま
す
。

　
第
２
、
４
土
曜
日
、

山
崎
分
館
で
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

◀
武
田
先
生
作
︵
成
人
式
︶
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子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
土
日
に

住
民
バ
ス
を
運
行
し
て
も
ら
い
、
健
康

の
た
め
に
も
家
か
ら
出
る
機
会
を
増
や

し
て
欲
し
い
。

　
社
会
福
祉
士
を
目
指
し
て
い
る
。
施

設
で
働
く
こ
と
や
役
場
の
福
祉
関
係
の

仕
事
も
将
来
の
夢
と
し
て
あ
る
。

　
町
に
何
が
足
り
な
く
て
町
外
に
転
出

し
て
し
ま
う
の
か
、
具
体
的
に
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
。

　
目
標
に
し
て
い
た
役
場
職
員
と
し
て

働
い
て
い
る
。
今
の
職
場
が
好
き
で
続

け
て
い
く
た
め
に
、
自
分
自
身
で
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

　
町
に
カ
ラ
フ
ル
な
作
品
が
あ
っ
た
り
、

色
彩
豊
か
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
住
み
や

す
い
町
に
し
て
ほ
し
い
。

　
映
画
や
音
楽
を
作
っ
て
み
た
い
。
コ

ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
で
い
る
方
々
を
芸

術
が
持
つ
心
の
薬
で
治
し
た
い
。 

　
定
期
券
で
乗
れ
る
住
民
バ
ス
の
土
日

運
行
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
町
内
の
暗
い

道
路
に
街
路
灯
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

　
今
は
事
務
の
仕
事
を
し
て
い
る
が
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
何
か
見
出
せ

る
よ
う
に
、
夢
を
探
し
て
い
る
。

　
移
動
の
自
由
が
で
き
る
よ
う
に
住
民

バ
ス
の
本
数
を
増
や
し
た
り
、
土
日
運

行
し
て
ほ
し
い
。

　
豊
か
な
自
然
が
あ
る
大
郷
町
が
好
き
。

海
外
に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し

て
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
た
い
。

　
大
郷
町
は
交
通
量
が
多
い
の
で
、
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
が
あ
る
と
町
が
活
性
化

す
る
と
思
う
。

　
歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
取
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
海
外
に
行
き
、
お
金
の
な

い
子
ど
も
た
ち
の
歯
を
見
て
あ
げ
た
い
。

　
こ
の
好
き
な
大
郷
町
が
も
っ
と
良
く

な
る
よ
う
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
が

あ
れ
ば
嬉
し
い
。

　
１
級
整
備
士
を
目
指
し
て
い
る
。
自

動
車
は
日
本
の
産
業
だ
と
思
い
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
で
支
え
ら
れ
る
立
派
な
人

に
な
り
た
い
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
も
な
っ
た
の

で
、
近
く
に
「
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
」
が

あ
れ
ば
若
い
人
が
集
ま
る
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
う
施
設
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

　
自
動
車
関
連
企
業
で
働
き
な
が
ら
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
頑
張
っ
て
い
る
。

令和３年12月６日、成人式運営委員と

「大郷町に思うこと」や
「将来の夢」について
座談会を行いました。

庄
子
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社
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さ
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佳
さ
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社
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）
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▲成人式の晴れ姿

新成人との座談会－大郷町をこんな町に－ 特集
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大郷小
6年生
大郷小
6年生

　私は、議会見学に行って分かったことや気
付いたことがあります。
　まず、分かったことです。
　１つ目は、議場の様子です。物音一つなく
とても静かでした。
　２つ目は、議員さんの雰囲気です。議員さ
んは真剣に話したり、聞いたりしていました。
　次に気づいたことです。
　石垣議員さんは、大郷小学校の先生とタブ
レットのことについて話し合っていました。
私は、理科などの教科に先生をつけることで、
担任の先生の空き時間が増え、それを別の仕
事に回せることは良いことだと思いました。
　議会見学をして、分かったことがたくさん
あったので良い経験になったと思います。議
員さんは、町のことを真剣に話し合ってくれ
ているのでたくさん感謝しようと思いました。

鈴木　釉奈 さん
（６年１組）

5 4

すず き ゆう な

議会を
　 見学

　僕が議会見学に行って分かったことがあり
ます。
　１つ目は、議会の様子についてです。議員
さんとそれに答える町長さんや教育長さんな
どに分かれて議会を行っていました。その中
で、議員さんは、20分の間質問をすること
ができ、その質問に関係のある人が答弁して
いました。また、議員さんはその中で気にな
る点や事前に考えてきたことを質問していま
した。
　２つ目は、石垣議員さんについてです。石
垣議員さんは、子どもたちの教育環境づくり
に努力をということで大郷小・中学校のタブ
レットについて質問していました。
　大郷町を良くしようとしている議会を初め
て見ることができました。議員さんの発言一
つ一つで、大郷町が変わると考えると、とて
も良い見学ができたと思います。

濵田　琥珀 さん
（６年１組）

はま　だ こ　はく

　私たちは大郷議会を見学しました。初めて
見た議場の中はまるで、テレビで見たことの
ある裁判所のようでした。私たちが見学した
席の近くで、様子を見学している大人の人た
ちもいました。透明なシートがあったり、話
し終わると消毒したりしていて、コロナ対策
をきちんとしていることが分かりました。
　質問する人と答える人は１人ずつで、話す
人はモニターに映し出されていました。みん
なとても真剣で、静かな雰囲気でした。私た
ちが見学したのは30分くらいでしたが、こ
の話し合いは何時間くらい続いているのかな
と思いました。
　どの議員さんも、質問に答える人も、大郷
町についてすごく考えてくれていました。私
たちの代表である議員さんたちは、大郷町を
よりよくするために一生懸命真剣に話し合っ
ていました。話し合いの中には難しい言葉が
たくさん出てきたけど、見ているだけでもと
ても楽しかったです。

石川　愛桜 さん
（６年２組）

真剣な話し合い

いしかわ ま お

　12月２日に議会を見学しました。議場に
は国旗と町旗が飾られていて、議長さんは一
番高いところに座って、議員さんに注意をし
ている場面もありました。また、一人一人の
席に名札のようなものが置いてありました。
質問する議員さんたちの席と、質問に答える
町長さんたちの席は分かれていて、とても緊
張感がありました。
　僕が見学したときには、３人の議員さんが
質問していました。石川議員さんは町の施設
のパンフレットを道の駅においてほしい、田
中議員さんは中粕川にパークゴルフ場を作っ
てほしい、千葉議員さんは学校生活をよりよ
くすることについて話していました。どれも
町民からの願いだと思いました。そういった
質問に対して、町長さんは身振り手振りを入
れて、すごく気持ちを込めて話していました。
大郷町をよりよい町にしていくために、こん
なに熱心に話し合っているんだなと思いまし
た。

赤間　大雅 さん
（６年２組）

見学で分かったこと 町をよくするための議会「よりよい町」に

あか ま たい が

令和４年２月
№205おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
令和４年２月

№205おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

大郷小学校６年
生68人。12月
２日の一般質問
の様子を見学し
ました。



凍
霜
被
害
支
援

問

　100
万
円
算
出
の
根
拠
は
。

答

　県
の
支
援
金
の
単
価
が
決

定
し
て
い
る
。
10
ア
ー
ル
あ
た

り
、
桃
は
１
万
9
0
0
0
円
、

リ
ン
ゴ
は
8
0
0
0
円
。
被
害

面
積
は
最
大
で
計
上
し
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
号

問

　単
年
度
契
約
な
の
か
。

答

　ア
ン
ケ
ー
ト
や
実
施
状
況

を
総
合
的
に
考
慮
し
、
来
年
度

は
70
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
。

需
要
増
が
定
か
で
な
い
の
で
単

年
度
と
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

問

　な
ぜ
５
年
契
約
な
の
か
。

答

　児
童
生
徒
数
の
推
移
を
積

算
し
、
大
き
な
変
動
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
た
め
。

分
館
環
境
整
備
事
業

問

　ど
こ
の
分
館
修
繕
な
の
か
。

答

　羽
生
分
館
で
あ
る
。

問

　修
繕
費
が
予
算
よ
り
オ
ー

バ
ー
し
た
場
合
も
５
割
の
補
助

は
見
て
も
ら
え
る
の
か
。

答

　や
む
を
え
な
い
事
情
が
発

生
し
た
場
合
は
地
区
と
協
議
す

る
。

介
護
保
険
事
業

問

　高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が

増
額
さ
れ
て
い
る
が
。

答

　月
当
た
り
の
利
用
件
数
が

伸
び
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

問

　国
の
ワ
ク
チ
ン
負
担
金
と

補
助
金
は
３
回
目
接
種
の
費
用

な
の
か
。

答

　３
回
目
接
種
と
し
て
3
7

0
0
人
分
を
積
算
。

　補
助
金
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

経
費
と
郵
送
料
等
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

問

　年
末
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
多

忙
期
は
パ
ー
ト
で
の
作
業
は
で

き
な
い
の
か
。

答

　職
員
で
対
応
し
て
い
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
増
額
し
て
い
く
。

職
員
旅
費

問

　九
州
の
視
察
内
容
は
。

答

　職
員
２
名
で
熊
本
の
被
災

現
場
を
見
な
が
ら
被
災
の
復
興

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
疑

問　被害の大きさは。

答　桃で２ヘクタール、リンゴ４ヘクタール、

その他３．５ヘクタール。

果樹の新芽が凍霜被害にあい
大幅減収した農家への支援
果樹の新芽が凍霜被害にあい
大幅減収した農家への支援

かわまちづくり（イメージ）かわまちづくり（イメージ）

18歳以下に５万円18歳以下に５万円

米価下落支援米価下落支援

問　５０００円にした理由は。

答　種苗費と肥料代が10アールあたり１万

円と積算。その半分、そして近隣の自治体を

考慮した。

問　次の（５万円）支給の見込みは。

答　市区町村の現状によって現金でも可能と

のことだが確定されていない。臨機応変に対

応する。

問　場所と内容は。

答　土橋・明ヶ沢線道路の工事で、側溝など

の整備である。

稲作特別対策支援稲作特別対策支援凍霜被害支援町道改良舗装工事 凍霜被害支援町道改良舗装工事子育て世帯への
臨時特別給付金等
子育て世帯への
臨時特別給付金等

100
万円

465
万円

米価下落、凍霜被害に米価下落、凍霜被害

今回の主な

め  だ  ま

補正予
算12月

定例会

補正予
算

　12月定例会が２日から７日まで行われ、一般会計と６つの特別会計及

び水道事業会計の令和３年度補正予算を慎重審議の上、すべて原案どお

り可決しました。

問　検討業務の詳細は。

答　中粕川地区を含む町全体の復興・活性化

を図るため、かわまち事業の可能性と事業費

の算出も行う。

問　増額になった理由は。

答　面積が確定したことにより、分譲宅地が

増えた分である。

中村原地区敷地造成工事等中村原地区敷地造成工事等1414
万円

583
万円

5945
万円

5000
万円

地域活性化拠点整備検討業務地域活性化拠点整備検討業務

農家支援

定
例
会

定
例
会

令和４年２月
№205おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
令和４年２月
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定
例
会

議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）分　類

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

○

○

○

○
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○
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○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

住宅再建促進団地の分譲に関する条例の制定に
ついて

国民健康保険条例の一部改正について
出産育児金を4,000円増額するもの

財産の取得について（議案第61号）

黒川地域行政事務組合規約の変更について
視聴覚教材センターを廃止するもの

黒川地域行政事務組合の財産処分について
視聴覚教材センターの廃止に伴い教材等を富谷市、大和町に
譲渡するもの

工事請負契約の締結について（議案第72号）

工事請負契約の締結について（議案第73号）

コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対策を
求める意見書（案）18ページ

一般会計（第7号） 56億4352万円（4976万円↑）

一般会計（第8号） 57億297万円（5945万円↑）

国民健康保険 9億986万円（1077万円↑）

介護保険 10億7207万円（224万円↑）

下水道事業 2億6114万円（670万円↑）

農業集落排水事業 債務負担行為補正 

戸別合併処理浄化槽 7116万円（77万円↑）

宅地分譲事業 5億2883万円（1414万円↑）

水道事業会計
①収益的支出：2億3324万円（1万円↑）

条例

専決処分の承認を求めることについて
一般会計（第9号） 57億5967万円（5669万円↑）

高齢者外出支援事業条例の一部改正について

一般会計（第10号）
 58億8862万円（1億2895万円↑）

国民健康保険 9億1202万円（216万円↑）

承認

条例

補正
予算 特別

会計

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

第
　
　
　
　
４
　
　
　
　
回
　
　
　
　
定
　
　
　
　
例
　
　
　
　
会

第
７
回
臨
時
会

委  発
第3号

コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対策を
求める請願

請  願
第1号

補

正

予

算

定
例
会

︻
議
案
第
72
号
︼

中
粕
川
地
区
宅
地
造
成
工
事
︵
第
２

期
︶

契
約
相
手

　

　
　佐
藤
・
寺
嶋
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　
　代
表
者

　佐
藤
工
業
㈱
東
北
支
店

契
約
金
額

　１
億
1
9
3
5
万
円

工

　
　期

　令
和
３
年
12
月
８
日
か
ら

　
　
　
　
　令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

▲復興が待たれる宅地造成

▲長寿命化を

▲中粕川取得用地

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　継続：継続審査　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

　中粕川地区の15名分（40筆）の用地を6654万円で町が取得するもの。

︻
議
案
第
61
号
︼

財
産
の
取
得

問

　学
校
用
地
２
筆
入
っ
て
い
る
が
、

国
の
買
収
と
重
複
し
て
い
な
い
の
か
。

答

　地
目
上
学
校
用
地
と
な
っ
て
い

る
が
、
個
人
所
有
の
土
地
で
あ
り
、

国
の
土
地
と
は
別
の
土
地
と
な
っ
て

い
る
。

都市防災事業用地を取得都市防災事業用地を取得都市防災事業用地を取得

︻
議
案
第
59
号
︼

住
宅
再
建
促
進
団
地
の
分
譲
に
関
す

る
条
例
制
定

　令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
で
、

被
災
し
た
町
民
の
住
宅
再
建
を
支
援
す
る

た
め
、
中
村
・
粕
川
地
区
に
整
備
す
る
住

宅
再
建
促
進
団
地
︵
復
興
団
地
︶
の
分
譲

に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

︻
議
案
第
73
号
︼

希
望
の
丘
団
地
外
壁
塗
装
等
改
修
工
事

契
約
相
手

　新
日
本
商
事
株
式
会
社

契
約
金
額

　9
9
0
0
万
円

工

　
　期

　令
和
３
年
12
月
８
日
か
ら

　
　
　
　
　令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

P6－8

P19

復興まちづくり事業

今回取得用地

今回取得用地
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問
　
文
科
省
は
来
年
度
よ
り
、

小
学
校
５
・
６
年
生
で
本
格
的

に
教
科
担
任
制
を
導
入
す
る
。

　
高
学
年
の
先
生
方
の
持
ち
コ

マ
数
が
減
少
、
そ
の
空
い
た
時

間
で
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り

と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
不
登
校
・
い
じ
め
等
の
課
題

の
解
決
に
も
な
る
と
考
え
る
が
。

答
　
教
育
長

　現
在
、
小
学
校

の
５
・
６
年
生
で
理
科
・
英
語

に
つ
い
て
、
教
科
担
任
制
を
実

施
し
て
い
る
。
週
当
た
り
、
理

科
３
時
間
・
英
語
２
時
間
で
、

学
級
担
任
は
週
当
た
り
５
時
間

の
空
き
時
間
が
で
き
た
。
児
童

と
ふ
れ
あ
う
時
間
が
増
え
、
い

じ
め
等
の
問
題
行
動
抑
制
に
役

立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
に

﹁
ゆ
と
り
﹂
も
生
ま
れ
て
い
る
。

問
　
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、
子

ど
も
た
ち
が
情
報
手
段
を
学
び

自
立
し
て
生
き
る
方
法
を
身
に

付
け
て
い
く
こ
と
だ
が
、
学
び

の
中
で
子
ど
も
た
ち
・
先
生
方

の
要
望
及
び
問
題
点
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答
　
教
育
長

　今
年
度
か
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
学
習
へ

の
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
道
具

と
し
て
毎
日
活
用
さ
れ
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
要
望
や
問
題
点
は

特
に
な
い
。

　更
な
る
活
用
や
家
庭
へ
の
持

ち
帰
り
に
よ
り
、
今
後
様
々
な

要
望
や
問
題
点
が
出
て
く
る
と

思
う
。

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
関
し

て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員

会
で
検
討
し
対
応
す
る
。

問
　
デ
ジ
タ
ル
庁
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
活
用
能
力
の
高
い
６

割
の
先
生
に
業
務
負
担
が
か
か

る
。
５
割
の
先
生
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

効
果
的
な
活
用
方
法
が
わ
か
ら

な
い
。
本
町
で
は
、
要
望
・
問

題
点
が
特
に
な
い
と
し
て
い
る

が
ど
う
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　堪
能
な

先
生
が
お
り
、
そ
の
先
生
を
中

早
く
使
え
る
形
を
取
っ
た
。
確

か
に
課
題
で
は
あ
る
。
小
・
中

学
校
連
携
で
進
め
て
い
る
。

問
　
以
前
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等

を
登
用
し
て
は
と
の
質
問
で
財

政
的
に
難
し
い
と
の
こ
と
だ
が
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　国
で
費

用
の
半
分
を
出
す
。
し
か
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
雇
用
し
た
場

合
、
国
で
言
っ
て
い
る
２
分
の

１
で
は
全
然
足
ら
な
い
。

心
に
校
内
で
研
修
を
実
施
。
教

育
委
員
会
で
は
、
講
習
会
等
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
問
題
な
い
と
言
わ
れ
る
が

小
学
校
で
は
４
月
か
ら
端
末
を

活
用
し
た
授
業
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
中
学
校
で
は

７
月
よ
り
開
始
に
な
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　小
学
校

の
先
生
方
の
力
も
お
借
り
し
て
、

教 科 担 任 制 導 入 効 果 は

子どもたちと、ふれあう時間が増えた（教育長）

教
員
の
働
き
方
改
革
で

業
務
軽
減
を

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
に

▲タブレット活用の授業

石垣　正博議
員

いし がき まさ ひろ

一
般
質
問

11 令和４年２月
№205おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

石垣　正博 議員

大友　三男 議員

石川　壽和 議員

田中みつ子 議員

千葉　勇治 議員

和賀　直義 議員

吉田　耕大 議員

（11ページ）

（12ページ）

（13ページ）

（14ページ）

（15ページ）

（16ページ）

（17ページ）

まさひろ

としかず

いしがき

おみつおおとも

いしかわ

なおよしわ

ゆうち じば

た こなか

が

やすひろよし だ

質問議員 質　　問　　件　　名

1．株式会社ラトリエについて
2．民間に委託した町所有の建物について

1．子どもたちの教育環境づくりに努力を

1．中粕川の河川敷にパークゴルフ場を

1．防災減災対策について
2．コロナ感染症などによる生活支援について
3．有害獣対策について

1．町の農業振興策について
2．小・中学生が楽しい学校生活を送るための施策について
3．生活困窮者へ灯油券発行で暖房支援を

1．ごみの減量化について
2．次のコロナ感染拡大に向けた対応について

1．新庁舎建設について
2．ドローン活用特区について
3．アスレチックパークについて

ただ
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№205おおさとおおさと
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問

　株
式
会
社
﹁
ラ
ト
リ
エ
﹂

が
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
貸

農
園
地
代
を
町
が
地
主
に
支
払

い
、
賃
料
は
﹁
ラ
ト
リ
エ
﹂
に

入
る
と
の
こ
と
だ
が
、
考
え
ら

れ
な
い
仕
組
み
と
思
う
が
。

答

　町
長

　本
来
、
羽
生
の

﹁
ふ
れ
あ
い
農
園
﹂
は
、
町
が

管
理
運
営
す
べ
き
と
こ
ろ
を

﹁
ラ
ト
リ
エ
﹂
が
行
な
う
と
し

て
、
管
理
運
営
費
は
賃
料
で
ま

か
な
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

問

　こ
の
仕
組
み
は
、﹁
ラ
ト

リ
エ
﹂
か
ら
の
提
案
な
の
か
。

答

　農
政
商
工
課
長

　双
方
の

合
意
に
基
づ
く
協
定
で
あ
る
。

問

　こ
の
や
り
方
を
見
直
す
考

え
は
な
い
の
か
。

答

　農
政
商
工
課
長

　５
年
間

の
協
定
と
い
う
こ
と
で
、
変
わ

り
は
な
い
。

問

　新
た
な
﹁
縁
の
郷
﹂
の
Ｐ

Ｒ
方
法
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
旅
行
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
あ
る
。

問

　道
の
駅
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
な
く
残
念
だ
っ
た
が
、
レ
ジ

で
買
い
物
か
ご
や
袋
に
入
れ
て

も
い
い
の
で
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　デ
ジ
タ

ル
媒
体
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ

う
に
対
応
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。

問

　縁
の
郷
で
地
域
振
興
公
社

の
社
員
３
人
が
働
い
て
い
る
。

人
件
費
は
ど
こ
で
支
払
っ
て
い

る
の
か
。

答

　町
長

　給
与
は
地
域
振
興

公
社
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
分
を
﹁
ラ
ト
リ
エ
﹂
に
請

求
し
、
支
払
い
を
受
け
て
い
る
。

問

　認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す

る
ま
で
の
費
用
と
縁
の
郷
を

﹁
ラ
ト
リ
エ
﹂
に
委
ね
る
ま
で

の
経
費
は
。

答

　町
長

　認
定
こ
ど
も
園
は
、

改
修
で
約
4
0
4
1
万
円
と
保

育
教
諭
の
人
件
費
補
助
に
約

1
0
0
6
万
円
。
縁
の
郷
も
改

修
工
事
等
で
約
5
4
9
万
円
。

問

　今
後
も
民
間
委
託
物
件
が

出
た
場
合
も
同
様
に
対
応
す
る

の
か
。

問

　町
の
施
設
と
な
る
分
館
の

修
繕
等
に
は
地
域
住
民
に
負
担

を
強
い
て
い
る
が
。

答

　財
政
課
長

　分
館
は
町
民

が
使
用
し
て
い
る
も
の
。
町
の

要
綱
等
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
、
今
後
も
引
き
続
き
進
め
て

い
き
た
い
。

答

　町
長

　状
況
に
よ
り
取
り

扱
い
を
協
議
し
、
議
会
の
承
認

を
得
た
上
で
決
定
し
て
い
く
。

問

　縁
の
郷
や
物
産
館
、
開
発

セ
ン
タ
ー
の
修
繕
は
、
今
後
も

町
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。

答

　町
長

　基
本
的
に
所
有
者

で
あ
る
町
が
行
な
う
も
の
と
考

え
て
い
る
。

ふれあい農園の地代をなぜ町が

管理運営費を賃料でまかなう（町長）

▲ふれあい農園（羽生地区）

民
間
委
託
の
施
設
修
繕
は

分
館
の
修
繕
は

石川　壽和議
員

いし かわ とし かず

＝ふれあい農園全体エリア

＝除外エリア

一
般
質
問

13 令和４年２月
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策
の
通
知
が
届
き
次
第
、
内
容

を
精
査
し
支
援
策
に
つ
い
て
総

合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

問

　イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

被
害
が
増
加
し
て
い
る
。
猟
友

会
会
員
10
名
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
。
わ
な
資
格
取
得
を
推
奨

し
、
イ
ノ
シ
シ
駆
除
の
専
門
組

織
を
作
る
べ
き
で
は
。

答

　町
長

　町
民
自
ら
が
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
や
被
害
対
策
の
担

い
手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

周
知
し
て
い
く
。

答

　総
務
課
長

　行
政
区
の
自

主
防
災
組
織
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
を
準
備
し
て
い
る
。
町
で

一
括
し
て
行
う
よ
り
、
地
域
の

訓
練
が
有
効
と
考
え
る
。

問

　原
油
価
格
高
騰
・
物
価
上

昇
・
米
買
取
り
価
格
下
落
な
ど

に
よ
り
、
生
活
に
影
響
が
出
て

い
る
。
高
齢
世
帯
・
子
育
て
世

帯
・
低
所
得
世
帯
な
ど
へ
、
灯

油
や
生
活
に
必
要
な
物
に
変
え

ら
れ
る
商
品
券
に
よ
る
、
町
独

自
の
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
。

答

　町
長

　国
や
県
の
経
済
対

た
め
に
も
、
公
害
や
風
評
被
害

が
想
定
さ
れ
る
開
発
行
為
に
も

対
応
で
き
る
開
発
規
制
条
例
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　

条
例
を
制
定
す
る
場
合
、
慎
重

な
作
業
、
審
議
が
必
要
と
考
え

る
。

答

　町
長

　大
丈
夫
な
と
こ
ろ

と
大
丈
夫
で
な
い
と
こ
ろ
の
協

議
を
深
め
な
が
ら
利
用
す
る
と

い
う
の
が
、
本
町
の
土
地
利
用

の
実
態
で
あ
る
。

問

　水
害
対
策
だ
け
で
な
く
、

土
砂
災
害
危
険
地
域
に
住
ん
で

い
る
方
々
に
行
政
と
し
て
避
難

訓
練
な
ど
を
行
う
べ
き
で
は
。

問

　開
発
地
域
と
抑
制
地
域
と

大
き
く
分
け
る
と
の
町
長
発
言

が
あ
っ
た
が
、
災
害
の
少
な
い

町
を
目
指
す
た
め
、
ど
の
よ
う

に
地
域
分
け
す
る
の
か
。

答

　町
長

　今
年
３
月
に
策
定

し
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
よ
り
設
定
し
て
い
る
。
開

発
指
導
要
綱
に
よ
り
規
制
項
目

と
対
象
区
域
を
定
め
て
い
る
。

問

　土
砂
採
取
場
や
太
陽
光
発

電
施
設
の
増
加
で
、
吉
田
川
・

鶴
田
川
流
域
で
の
水
害
に
影
響

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
開

発
行
為
に
対
し
、
本
町
独
自
の

規
制
条
例
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

答

　町
長

　開
発
指
導
要
綱
な

ど
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
議

論
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

問

　開
発
指
導
要
綱
で
は
、
ほ

と
ん
ど
禁
止
で
き
な
い
。
防
災

減
災
だ
け
で
な
く
、
自
然
豊
か

な
景
観
を
将
来
の
世
代
に
残
す

開 発 規 制 条 例 の 策 定 を

議論を深めることが必要（町長）

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
支
援
を

イ
ノ
シ
シ
対
策
を

一
般
質
問

▲増加している太陽光施設に規制を

大友　三男
おお とも みつ お

議
員

12令和４年２月
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担い手確保は可能なのか

町外委託も考えねばならない（町長）

▲台風19号被害による復興再建が急ピッチで進む大型ハウス

千葉　勇治議
員

ち ば ゆう じ

問

　委
託
先
で
あ
る
法
人
や
集

落
組
織
の
経
営
的
理
由
で
農
家

に
田
畑
を
返
す
こ
と
に
な
っ
た

場
合
、
町
の
対
応
策
は
あ
る
の

か
。

答

　農
政
商
工
課
長

　返
さ
れ

る
可
能
性
は
あ
る
。
委
託
継
続

し
て
も
ら
う
た
め
に
も
担
い
手

を
増
や
す
た
め
、
経
営
規
模
拡

大
で
き
る
法
人
育
成
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問

　経
営
が
大
変
な
組
織
が
後

継
者
不
足
に
悩
ん
で
い
る
状
況

下
で
本
当
に
担
い
手
を
確
保
で

き
る
と
思
う
の
か
。

答

　町
長

　町
内
で
対
応
で
き

な
い
な
ら
町
外
委
託
も
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
企
業
と
し
て
捉

え
た
農
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。
そ
れ
が
今
後
の
日
本
農
業

を
下
支
え
す
る
組
織
と
私
は
考

え
る
。

問

　大
郷
の
農
地
で
町
長
が
言

っ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
農
業
に
対

応
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
ど
う
す
る
考
え
か
。

答

　町
長

　企
業
と
い
う
の
は

今
ま
で
に
な
い
こ
と
を
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
農
業
を
農

家
に
変
え
る
の
で
は
な
く
、
企

業
に
変
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。

企
業
に
な
れ
ば
政
治
が
介
在
し
、

政
府
が
日
本
の
農
業
を
再
生
す

る
し
か
な
い
。

問

　せ
め
て
国
が
動
く
ま
で
、

地
域
農
業
を
守
る
観
点
か
ら
、

町
が
進
め
て
い
る
重
点
作
物
に

対
す
る
価
格
・
所
得
を
補
償
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

答

　町
長

　価
格
調
整
す
る
考

え
は
な
い
。
や
る
気
も
な
い
も

の
に
補
填
す
る
の
で
は
な
く
、

競
争
に
耐
え
う
る
組
織
に
な
る

た
め
の
補
助
金
な
ら
出
す
。

問

　学
校
側
に
不
登
校
要
因
に

な
る
何
か
し
ら
が
あ
る
の
で
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　学
校
側

に
も
あ
る
と
思
う
。
行
き
た
く

な
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
、
先

生
方
の
指
導
力
向
上
と
子
ど
も

た
ち
の
絆
づ
く
り
等
を
進
め
て

い
る
。

問

　灯
油
価
格
高
騰
で
生
活
困

窮
者
は
寒
さ
に
我
慢
し
て
い
る
。

一
日
も
早
く
灯
油
券
を
配
り

﹁
暖
房
支
援
策
﹂
を
。

答

　町
長

　国
・
県
か
ら
の
通

知
が
届
き
次
第
、
で
き
る
だ
け

御
用
納
め
前
に
届
く
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
。

問

　学
習
内
容
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
年
々
増
加
し
、
そ
の
授
業

に
つ
い
て
い
け
な
い
子
ど
も
た

ち
が
不
登
校
に
な
る
の
で
は
と

考
え
る
が
、
実
態
は
。

答

　教
育
長 

 

他
の
教
科
等
で

は
変
わ
ら
な
い
が
、
外
国
語
学

習
分
小
学
３
年
〜
６
年
生
ま
で

年
間
35
時
間
授
業
時
間
が
増
え

て
い
る
。
き
め
細
や
か
で
丁
寧

な
指
導
を
指
示
し
て
い
く
。

暖
房
費
支
援
は

不
登
校
の
要
因
は

令和４年２月
№205おおさとおおさと
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答
　
町
長
　
粕
川
大
橋
上
流
部

の
左
岸
高
水
敷
に
つ
い
て
は
、

現
在
河
川
管
理
者
か
ら
占
用
許

可
を
受
け
た
方
が
維
持
管
理
を

し
な
が
ら
、
採
草
地
と
し
て
借

地
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　ま
た
、
こ
の

　高
水
敷
は
大

雨
に
な
り
浸
水
す
る
頻
度
が
高

い
た
め
、
土
砂
が
堆
積
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
等
、

町
民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る

施
設
の
実
現
性
に
つ
い
て
、
国

や
河
川
占
用
者
な
ど
と
意
見
を

交
換
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　
台
風
19
号
で
被
害
を
受
け

た
平
坦
で
広
い
河
川
敷
に
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
太
陽
を
浴
び
て
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
て
歩
く
こ
と
は
一
番
の

健
康
法
だ
と
思
う
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
、
医
療
費
も

抑
え
ら
れ
る
し
、
良
い
こ
と
づ

く
め
だ
と
思
う
。

　
皆
が
あ
の
河
川
敷
は
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
向
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
誰
で
も
楽
し
く
プ
レ
ー
で

き
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
。

中粕川河川敷にパークゴルフ場を

関係者と意見交換していく（町長）

一
般
質
問

▲河川敷にパークゴルフ場を

田中みつ子
た なか こ

議
員

※

※　常に水が流れる低水路より一段高いところ
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ドローン活用特区の目的は

研究開発施設や関連企業誘致を図る（町長）

▲農薬散布のドローン実演会

問

　ド
ロ
ー
ン
活
用
特
区
の
利

用
目
的
は
。

答

　町
長

　国
産
ド
ロ
ー
ン
の

研
究
開
発
施
設
や
関
連
企
業
の

誘
致
を
図
り
、
雇
用
の
確
保
と

町
の
経
済
発
展
の
実
現
を
目
的

と
す
る
。

　

問

　町
民
へ
周
知
や
体
験
を
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

答

　町
長

　特
区
に
関
す
る
講

義
や
ほ
場
を
使
っ
た
農
薬
散
布

の
実
演
会
を
実
施
し
た
。
今
年

度
の
事
業
と
し
て
、
小
・
中
学

校
の
全
ク
ラ
ス
を
対
象
に
、
説

明
や
飛
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
飛
ば
す
実
習
も
行
う
予
定
。

問

　ド
ロ
ー
ン
活
用
の
３
本
柱

で
あ
る
教
育
・
農
業
・
防
災
の

内
容
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　

農
業
は
農
薬
散
布
、
防
災
は
災

害
発
生
前
に
山
の
状
況
を
撮
影

し
て
お
き
発
生
後
ど
の
く
ら
い

土
量
が
流
出
し
た
か
、
迅
速
に

把
握
が
で
き
る
。
ま
た
小
学
生

か
ら
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
大
き

く
な
っ
て
も
自
然
に
使
え
る
よ

う
な
教
育
を
し
て
い
く
。

問

　ア
ス
レ
チ
ッ
ク
パ
ー
ク
の

進
捗
状
況
は
。

答

　町
長

　民
間
企
業
数
社
と

折
衝
し
て
い
る
。
決
定
事
項
で

は
な
い
が
、
今
後
も
継
続
的
に
、

企
業
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り

具
体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
く
。

　

問

　キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
進
め
ら

れ
る
部
分
の
早
期
実
現
の
考
え

は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　民
間
活

力
を
利
用
し
て
、
協
議
し
な
が

ら
、
町
と
し
て
も
早
期
に
着
手

で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
し

た
い
と
い
う
意
向
も
伝
え
な
が

ら
や
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

答

　町
長

　町
民
の
皆
様
に
も

参
加
い
た
だ
き
建
設
候
補
地
や

規
模
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問

　今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

　町
長

　令
和
13
年
度
に
基

本
設
計
な
ど
、
14
年
度
に
造
成

工
事
、
15
〜
16
年
度
に
建
設
工

事
な
ど
を
行
う
予
定
。

問

　基
金
積
立
計
画
は
。

答

　町
長

　令
和
10
年
ま
で
に

10
〜
20
億
円
程
度
積
み
立
て
る

予
定
。

問

　建
設
委
員
会
な
ど
設
立
の

考
え
は
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
パ
ー
ク

の
構
想
は

新
庁
舎
建
設
へ
の

計
画
は

吉田　耕大
よし だ やす ひろ

議
員

№205おおさとおおさと
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▲ペットボトル減容施設での分別作業（大和町　環境管理センター）

問

　資
源
循
環
型
社
会
の
実
現

に
は
ご
み
の
減
量
化
、
排
出
ゼ

ロ
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
近
年
の
ご
み
排
出
量
と
費

用
の
推
移
は
。

答

　町
長

　年
々
増
加
し
、
令

和
２
年
度
の
排
出
量
は
2
5
2

6
ト
ン
。
処
理
費
用
は
１
億
3

7
1
6
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問

　一
人
当
た
り
の
排
出
量
と

費
用
を
示
し
て
も
ら
う
と
減
量

化
へ
の
意
欲
が
醸
成
で
き
る
。

答

　町
民
課
長

　ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
載
せ
て
い
く
。

問

　
　リ
デ
ュ
ー
ス
、
　
リ
ユ
ー

ス
、リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
は
。

答

　町
長

　ご
み
収
集
計
画
表

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
等

を
活
用
し
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
11
・
4
2
％

で
あ
る
。

問

　県
平
均
は
15
・
8
％
、
仙

南
地
域
は
20
〜
30
％
達
成
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
。

答

　町
民
課
長

　県
平
均
に
達

成
す
る
よ
う
努
め
る
。

問

　令
和
６
年
度
の
ご
み
排
出

量
の
目
標
が
年
間
一
人
当
た
り

１
９
３
㎏
と
な
っ
て
い
る
が
達

成
の
た
め
の
施
策
は
。

答

　町
長

　衛
生
組
合
連
合
会

と
連
携
し
、
生
ご
み
な
ど
の
適

正
な
排
出
に
つ
い
て
周
知
し
て

い
く
。

問

　国
で
は
11
月
中
に
希
望
者

全
員
が
２
回
目
の
接
種
が
終
え

る
が
、
我
が
町
の
最
終
的
な
接

種
率
は
。

答

　町
長

　11
月
22
日
現
在
で

6
3
6
3
人
が
２
回
目
の
接
種

を
完
了
し
、
80
％
を
超
え
る
。

問

　３
回
目
の
追
加
接
種
の
概

ね
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

　町
長

　12
月
よ
り
、
２
回

目
の
接
種
か
ら
８
ケ
月
経
過
し

た
方
か
ら
接
種
を
開
始
す
る
。

問

　オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
発
生
等

に
よ
り
３
回
目
接
種
の
前
倒
し

が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
検
討

す
る
の
か
。

答

　保
健
福
祉
課
長

　通
知
が

届
き
次
第
、
４
市
町
村
で
検
討

し
対
応
す
る
。

き
る
検
査
の
環
境
整
備
と
費
用

の
助
成
を
実
施
す
べ
き
だ
。

答

　町
長

　国
の
対
策
本
部
に

て
﹁
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら

れ
な
い
者
を
対
象
と
し
て
、
経

済
社
会
活
動
を
行
う
際
の
検
査

を
来
年
３
月
末
ま
で
に
予
約
不

要
、
無
料
と
で
き
る
よ
う
支
援

を
行
う
﹂
こ
と
と
さ
れ
、
具
体

的
な
検
査
方
法
等
が
示
さ
れ
る

も
の
と
思
う
の
で
、
町
単
独
の

助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

問

　接
種
会
場
へ
の
移
動
手
段

の
対
応
は
。

答

　保
健
福
祉
課
長

　ふ
れ
あ

い
号
を
利
用
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
委
託
業
者
と
話
し
て
い
る
。

集
団
接
種
を
す
る
と
な
れ
ば
送

迎
バ
ス
等
も
考
慮
す
る
。

問

　接
種
促
進
の
た
め
、
時
間

外
や
休
日
接
種
の
対
応
は
。

答

　保
健
福
祉
課
長

　医
療
機

関
と
詰
め
る
。

問

　簡
易
且
つ
迅
速
に
利
用
で

ご み 排 出 量 の 削 減 を ！

生ごみの適正排出の周知を図る（町長）

和賀　直義
わ が なお よし

議
員

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

万
全
に

※2

※1

※1　できるだけごみの量を減らすこと
※2　ごみにせず、何度も使うこと 16
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委
員
会

議会の主な動き（10/1～12/31）

月　日

10/4

10/6

10/14

10/25

10/26

11/5

11/9

11/12

11/15

11/18

11/19

11/22

11/25

用　　　　　務

広報広聴常任委員会

宮城黒川地方町村議会議長会定例会議［仙台市］

広報広聴常任委員会

黒川地方市町村議会連絡協議会役員会

宮城県後期高齢者医療広域連合議会臨時会［富谷市］

大郷町ドローン活用特区推進協議会

教育民生常任委員会

黒川地方市町村議会議員研修会実行委員会［富谷市］

宮城県町村議会議長会広報研究会［仙台市］

一般社団法人大郷町シルバー人材センター創立10周年記念式典・講演会

総務産業常任委員会

議員全員協議会・議会運営委員会

総務産業常任委員会

宮城県町村議会議長会監事会正副会長監事合同会議［仙台市］

宮城黒川地方町村議会議長会表彰式・議員研修会［仙台市］

宮城黒川地方町村議会議長会定例会議［仙台市］

宮城県町村議会議長会議［仙台市］

議会運営委員会

月　日

11/25

11/26

11/28

11/29

12/2～7

12/2

12/3

12/6

12/7

12/16～17

12/22

12/23

12/24

12/27

用　　　　　務

第29回災害対策調査特別委員会

全国町村議会議長会主催町村議会議長全国大会［東京都］

吉田川流域治水シンポジウム［大崎市］

黒川地域行政事務組合議会臨時会［大和町］

第４回定例会

議員全員協議会・議会運営委員会

総務産業常任委員会・教育民生常任委員会

議会改革調査特別委員会（議会基本条例に関する調査分科会）

広報広聴常任委員会（新成人との座談会）

議会改革調査特別委員会（適正な議員定数に関する調査分科会）

議会改革調査特別委員会

広報広聴常任委員会視察研修［鴻巣市・高根沢町］

黒川地方市町村議会連絡協議会議員研修会［富谷市］

黒川地域行政事務組合定例会［大和町］

災害時及び平時のドローン活用に関する連携協定締結式

宮城県知事と町村議会正副議長意見交換会

議員全員協議会

第７回臨時会

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の
需
給
改
善
と
米
価
下
落
の
対
策
を
求
め
る
意
見
書

︵
抜
粋
︶

○﹁
過
剰
在
庫
﹂
米
を
政
府
が
買
い
取
る
な
ど
し
て
、
需
給
環
境
を
改
善
す
る

と
と
も
に
米
価
下
落
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
。

○
政
府
が
買
い
上
げ
た
米
を
生
活
困
窮
者
・
学
生
な
ど
へ
の
食
料
支
援
で
活
用

す
る
こ
と
。

○
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
︵
外
国
産
米
︶
の
輸
入
数
量
調
整
を
実
施
す
る
こ
と
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
の
需
給
改
善
と
米
価
下
落
の
対
策
を
求

め
る
請
願
が
宮
城
県
農
民
運
動
連
合
会
嶺
岸
若
夫
会
長
よ
り
出

さ
れ
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
結
果
、「
採
択
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
。
こ
れ
に
基
づ
き
本
会
議
で
採
決
し
た
結

果
、
全
会
一
致
で
採
択
と
な
り
、
左
記
の
内
容
の
と
お
り
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

提
出
者

　
　総
務
産
業
常
任
委
員
長

　
　
　
　熱
海

　文
義

賛
成
者

　佐
藤

　
　牧

　委
員

　
　
　
　若
生

　
　寛

　委
員

　
　
　
　千
葉

　勇
治

　委
員

　
　
　
　高
橋

　重
信

　委
員

　
　
　
　佐
藤
千
加
雄

　委
員

委
発
第
３
号

【
要
旨
】

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
米
の
需
要
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
米
価
が
大
幅
に
下
落

し
た
。
農
業
者
の
経
営
と
地
域
経
済
を
守

る
た
め
に
は
、
従
来
の
政
策
的
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
な
い
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

意
見
書

18令和４年２月
№205おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

　町独自の所得制限なしでの子育て世帯への臨時特別給付金に関する専決処分１件が

承認され、ふれあい号の利用年齢制限を７０歳以上に改める条例の一部改正１件、町

内全世帯への商品券発行等に関する一般会計補正予算、国民健康保険特別会計補正予

算について審議の結果、原案どおり可決しました。

第７回　臨時会
12月27日（月）

原油高騰による暖房費支援

町内全世帯に1万円商品券町内全世帯に

︻
承
認
第
８
号
︼

専
決
処
分

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
18

歳
以
下
を
対
象
に
10
万
円
︵
５

万
円
は
12
月
定
例
会
で
承
認
済

み
︶
支
給
す
る
た
め
。

問
　
高
校
生
以
上
の
対
象
者
は

申
請
受
付
後
、
支
給
ま
で
何
日

か
か
る
の
か
。

答
　
申
請
後
、
最
低
で
も
１
週

間
は
必
要
。

︻
議
案
第
75
号
︼

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
条
例

の
一
部
改
正

問
　
も
う
少
し
下
げ
る
考
え
は
。

答
　
今
後
、
意
見
を
聞
き
な
が

ら
調
整
し
て
い
き
た
い
。

︻
議
案
第
76
号
︼

一
般
会
計
補
正
予
算

︻
議
案
第
77
号
︼

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

　一
般
会
計
補
正
予
算
の
シ
ス

テ
ム
改
修
業
務
関
連
経
費
が
国

民
健
康
保
険
の
補
助
対
象
と
な

る
た
め
、
予
算
組
み
換
え
す
る
。

問
　
原
油
価
格
高
騰
対
策
と

し
て
商
品
券
発
行
事
業
と
あ

る
が
、
町
内
の
経
済
対
策
も

兼
ね
て
い
る
と
思
う
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答

　１
月
24
日
全
世
帯
に
発

送
、
２
月
１
日
か
ら
３
月
13

日
ま
で
が
利
用
期
限
と
な
っ

て
い
る
。

▶
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
子
育
て
支
援
を

◀
南
三
陸
町
　
佐
藤 

仁
町
長

　万
円
現
金

　
　

 

一
括
給
付

ふ
れ
あ
い
号

　70
歳
以
上

　

 

利
用
可
能
に

10

黒川地方市町村議会議員研修会
講演「東日本大震災からの教訓」

日　時　  12月22日（水）

場　所　  富谷市成田公民館

講　師　  南三陸町長　佐 藤 　仁 氏

黒川地方市町村議会議員研修会

・町内全世帯に１万円商品券
 総額3104万円
・住民税非課税世帯等に10万円
 総額9738万円
・３回目ワクチン接種費用助成
 総額169万円

臨
時
会

19 令和４年２月
№205おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会



委
員
会

　中粕川地区復興まちづくり事業及び中村原地区宅地造成事業について、工

事の進捗状況と今後の工事等の計画に関して、現場視察、調査を行った。

　計画どおりの完成と１日も早い生活再建を願います。

【調査の概要】埼玉県鴻巣市の㈱会議録センター、栃木県高根沢町議会にて、住民と議会の

より良い関係をつくるために、議会広報の果たすべき役割を見直し、広報の

編集方法等についての視察研修を行った。この研修を通じて、今後の紙面づ

くりに活かしてまいりたい。

災害対策調査特別委員会 11/25
第29回

適正な議員定数に関する調査分科会： 十分な調査と討議を行い、令和４年12月までに結

論を出す。

議会基本条例に関する調査分科会： 他自治体を調査しながら草案を作成する。

議会のＩＴ化に関する調査分科会： １月24日に全議員でのタブレット講習を受講し、

導入に向け意見交換を行う。

議会改革調査特別委員会 12/7
第11回

視察研修

各分科会からの調査報告

復興状況の現地調査

広報広聴常任委員会 12/16・17

▲中粕川地区 ▲中村原地区

▲広報は見やすく分かりやすく（㈱会議録センター） ▲町民目線の編集を心掛ける（高根沢町議会）

20令和４年２月
№205おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

【調査の概要】

　ごみ集積所の調査、環境管理センタ

ーマテリアル推進施設（大和町）を見

学しごみ分別の状況調査、ごみ減量化

の推進について町民課より説明を受け

調査した。

１．町道の区画線や一時停止線手前の止まれの

表示が消えており、安全走行に支障をきたす

恐れがある。優先順位を定め、早急に解消に

努められたい。

２．カーブミラーについて整備点検が行われて

いるとのことだが、機能を果たしていないカ

ーブミラーもある。早急に改善されたい。

３．道路標識など、年数が経っているものもあ

り、色あせているため、改善されたい。

４．県道も同じ状況である。県では定期的にパ

トロールしているが修繕している状況ではな

いので、町として強く要望すべきである。

５．県・町道に設置している道路標識などが雨

や積雪などで竹や木の枝が倒れてきて見えづ

らくなる。また、道路に倒れ交通に支障をき

たす可能性があるので、早急に対応されたい。 

６．交通安全に対し地域や議会からの要望を伝

えることができる体制をさらに確立されたい。

廃
棄
物
の
減
量
化
を

交
通
安
全
対
策
を
早
急
に

次回は
「農業振興に関する調査」
　　　　　　　　　を調査します。

次回は
「認定こども園の現状」
　　　　　　　　　を調査します。

【調査の概要】

　町内主要道路等の区画線、標識やカ

ーブミラーの設置状況を調査し、役場

において担当課より交通安全対策の取

組みや今後の計画についての説明を受

け調査した。

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

【意見】

１．町全体で、リデュース、リユース、

リサイクルに取り組み、豊かな自然

環境や安全で良好な生活環境を次の

世代に引き継ぐ努力をすべきである。

２．子どもたちへの環境授業からすべての町民

にごみ減量化の啓発活動、目標達成のための

運動強化期間の設定、町民からのごみ減量ア

イデアの募集等、重点施策をゼロからスター

トすべきである。

３．生ごみ処理容器、生ごみ処理機が補助され

ているが効果の程度が不明確になっている。

減量化に寄与できるよう検討が必要である。

４．ごみ袋の名前記入を徹底すべきである。

５．ペットボトル減容施設ラインでは、人が手

作業でラベル・無洗浄等選別、分別のより徹

底を。

６．高齢の方がごみを出しやすい方法を検討す

べきである。

▲分別のより徹底を

▲道路標識を見えやすく

【意見】

511 1511

委
員
会

21 令和４年２月
№205おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会



大郷町議会議長

石　川　良　彦
よし ひこかわいし

　謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　日
頃
よ
り
、
町
民
皆
様
に
は
、
議
会
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
格
別
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　地
方
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
貌
す
る
中
、

少
子
高
齢
化
や
大
規
模
自
然
災
害
・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、

行
政
課
題
の
さ
ら
な
る
複
雑
化
、
多
様
化
が
見
込
ま
れ
ま

す
。　同

時
に
社
会
情
勢
の
変
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
務
は

一
段
と
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
議
会
機
能
の
充
実
と
効

率
化
に
資
す
る
た
め
、
議
会
改
革
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　

―

今
年
は
寅
年―

　虎
は
そ
の
勇
猛
な
姿
か
ら
厄
除
け
の
御
利
益
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
虎
の
威
も
借
り
、
本
年
が
良
き
年
と
な

り
ま
す
よ
う
願
い
ま
す
。

　結
び
に
、
町
民
皆
様
の
益
々
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
議

員
一
同
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

虎
の
威
を
借
り
�
良
き
年
に
・
・
・

※定例会の会期は都合により変更になることがあります。  
※土曜日、日曜日及び休日は休会となります。  

令和４年３月１日（火）～16日（水）

令和４年６月７日（火）～10日（金）

令和４年９月５日（月）～21日（水）

令和４年12月１日（木）～６日（火）

令和５年３月１日（水）～16日（木）

１６日

４日

１７日

６日

１６日

令和４年　第１回定例会

令和４年　第２回定例会

令和４年　第３回定例会

令和４年　第４回定例会

令和５年　第１回定例会

定　例　会 期　　　間 会期日数

定例会年間予定表

本年もよろしくお願い申し上げます
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▲流下能力が向上した西光寺川

認知症の対策を

　滑川を管理している宮城県（仙台土木
事務所）に早期に堆積土砂の撤去を行っ
ていただくよう要望をしております。宮
城県では、本町でも実施している緊急浚
渫推進事業債を活用し、来年度以降に滑
川の堆積土砂の撤去について検討してい
る。
　本町では、令和３年12月に、西光寺
川の堆積土砂の撤去が完了したことから、
滑川について早期に着手していただくよ
う、今後も強く要望してまいります。

　　　地域整備課長

その後の対応と今後の計画

県に土砂撤去の要望を

・河川の浚渫工事を早期に着手し、治水、

内水対策に努められたい。

（令和３年度予算審査意見書より）

・西光寺川と滑川が交わった下流付近は

土砂の堆積があるので、県に工事の着

手を早急に要望すべきである。

（令和３年９月委員会調査報告より）

　認知症サポーター養成講座等の開催や
「オレンジ新聞」の発行を行い、認知症
への理解を促すための情報提供を行うな
ど、早期に認知症に気づく機会を提供し
ています。また、年度内には脳の健康テ
ストの実施も予定しています。
　認知症やその原因となる脳血管疾患な
どの早期発見・早期治療を目的として、
脳健診を受診しやすいよう助成事業を実
施しています。また、認知機能に関する
問診項目を追加し、その機能の維持・向
上を図る保健事業を検討しています。

保健福祉課長

その後の対応と今後の計画

　認知症に関する啓発活動や早期発見・

予防の取組みを進め、安心して暮らせる

まちづくりに努めていく。

（令和元年５月追跡リポートより）

保健福祉課長

・認知症対策は、ファイブ・コグなどを

活用し、発症防止や重症化する前の対

策を講じるよう努められたい。

（令和２年６月委員会調査報告より）

・認知症は増加傾向にあり、予防対策は

喫緊の課題。早期発見が重要なため、

住民健診などに取り入れることができ

ないか、早期の検討が必要である。

（令和３年６月委員会調査報告より）

その後どうなった… 第81回第81回第81回第81回
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広
報
広
聴
常
任
委
員
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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様

方
に
は
、
輝
か
し
い
令
和
4
年

の
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　い
ま
だ
に
収
束
の
見
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

　本
年
も
町
民
の
皆
様
方
か
ら

の
ご
意
見
を
丁
寧
に
伺
い
、
本

町
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
行
政

側
と
活
発
な
議
論
を
進
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉
田

　耕
大

編
集
後
記

編
集
委
員

　委
　
員
　
長
　

　佐
藤

　
　牧

　副
委
員
長
　

　吉
田

　耕
大

　委

　
　員
　

　田
中
み
つ
子

　委

　
　員
　

　熱
海

　文
義

　委

　
　員
　

　和
賀

　直
義

　委

　
　員
　

　若
生

　
　寛

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

令和４年２月１日

P.２ 特集　新成人との座談会
P.４ 小学６年生　議会を見学
P.10 一般質問
P.19 第７回臨時会
P.22 追跡リポート 裏表紙にインタビュー記事があります

初
生
け
会

生け花教室 「京の会」生け花教室 「京の会」生け花教室 「京の会」
みやこみやこ

一
輪
の
花
に
託
す

た
く

3月1日㈫から
3月16日㈬まで

午前10時～

　ライブ中継と録画を動
画サイト「YouTube
（ユーチューブ）」にて、
配信しています。右記の
QRコードよりご覧にな
れます。

「
京
の
会
」
会
長

鈴
木 

久
美
子 

さ
ん

（
山
崎
）

ど
の
ぐ
ら
い
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

　約
40
年
前
に
愛
好
会
と
し
て

活
動
が
始
ま
り
、﹃
京
の
会
﹄

と
し
て
約
30
年
に
な
り
ま
す
。

生
け
花
教
室
の
魅
力
は
。

　会
員
同
士
と
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
草
木
を
通
し
て
四
季

を
感
じ
集
中
し
て
自
身
と
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

長
年
続
い
て
い
る
秘
訣
は
。

　笑
顔
の
中
に
も
厳
し
く
、
し

っ
か
り
ご
指
導
い
た
だ
け
る
先

生
の
下
、
集
う
楽
し
み
が
あ
り
、

お
花
を
通
し
、
心
が
癒
さ
れ
、

世
代
を
問
わ
ず
和
気
あ
い
あ
い

と
生
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

今
後
の
目
標
は
。

　室
町
時
代
か
ら
続
く
生
け
花

﹁
池
坊
﹂
を
武
田
華
陽
社
中
展

を
通
じ
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
日
本
古
来
伝
統
文
化
に
触
れ

て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

最
後
に
一
言
。

　地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　生
け
花
伝
統
文
化
を
継
承
し
、

日
々
の
お
稽
古
に
励
み
、
今
後

と
も
精
進
い
た
し
ま
す
。

　
第
２
、
４
土
曜
日
、

山
崎
分
館
で
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

◀
武
田
先
生
作
︵
成
人
式
︶
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町花：つつじ町花：つつじ

令和４年２月１日
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